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08
年
版
中
小
企
業
白
書

生
産
性
向
上
と
地
域
経
済
活
性
化
へ

⑴
中
小
企
業
を
巡
る
構
造
変
化

①
我
が
国
の
労
働
力
人
口
の
減
少
が
予

測
さ
れ
て
い
る
。
経
済
成
長
率
＝
就
業

者
数
増
加
率
＋
労
働
生
産
性
上
昇
率
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
持
続
的
な
経
済
成
長

の
た
め
に
は
労
働
生
産
性
の
向
上
が
不

可
欠
で
あ
る
②
我
が
国
の
労
働
生
産
性

の
水
準
は
、米
国
の
７
割
程
度
で
あ
り
、

Ｇ
７
の
平
均
よ
り
も
低
い
。
労
働
生
産

性
を
ど
の
よ
う
に
向
上
さ
せ
る
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
③
中
小
企
業
の
労
働

生
産
性
の
水
準
は
、
大
企
業
と
比
べ
て

低
い
④
業
種
別
で
は
、
大
企
業
・
中
小

企
業
と
も
に
小
売
業
や
飲
食
店
、
宿
泊

業
の
労
働
生
産
性
の
水
準
が
低
い
⑤
中

小
企
業
の
労
働
生
産
性
の
水
準
の
相
違

は
、
資
本
装
備
率
が
低
い
こ
と
に
よ
る

要
因
が
大
き
い
⑥
中
小
企
業
が
資
本
装

備
率
を
引
き
上
る
の
に
は
限
界
が
あ
る

も
の
の
、
不
足
し
て
い
る
資
本
（
例
え

ば
Ｉ
Ｔ
）
を
投
資
効
果
等
を
踏
ま
え
て

装
備
し
た
り
、
資
本
装
備
率
の
低
さ
を

SaaS

・A
SP

の
活
用
等
の
工
夫
で
補
完

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
⑦
労
働
生
産

性
に
つ
い
て
03
～
05
年
度
の
伸
び
率
で

見
る
と
、
小
売
業
や
飲
食
店
、
宿
泊
業

の
中
小
企
業
は
他
業
種
に
比
べ
て
低
い

⑧
労
働
生
産
性
の
伸
び
率
を
付
加
価
値

額
の
要
因
と
労
働
投
入
量
の
要
因
に
分

解
す
る
と
、
中
小
企
業
の
小
売
業
、
飲

食
店
、
宿
泊
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
伸
び

は
労
働
投
入
量
の
減
少
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
付
加
価
値
額
の
伸
び
の
寄
与
は

小
さ
い
⑨
労
働
生
産
性
を
上
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
労
働
投
入
量
の
節
約
等
の

効
率
化
も
重
要
で
あ
る
が
、
付
加
価
値

額
を
増
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

⑵
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
の
進
展

①
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
は
進
展
し
て
お

り
、
就
業
者
数
も
上
昇
傾
向
。
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
の
う
ち
第
三
次
産
業

に
属
す
る
企
業
の
割
合
も
高
ま
っ
て
い

る
②
中
小
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
労
働
生
産

性
の
水
準
を
業
種
別
に
み
る
と
、
サ
ー

ビ
ス
の
専
門
性
や
受
給
等
の
市
場
環
境

の
相
違
か
ら
、
情
報
通
信
業
、
卸
売
業
、

事
業
所
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
等
に
お
い
て

労
働
生
産
性
の
水
準
が
高
い
企
業
の
割

合
が
高
い
③
中
小
サ
ー
ビ
ス
業
の
経
営

戦
略
を
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
規
模
拡
大

を
重
視
し
て
き
た
企
業
の
割
合
が
高

か
っ
た
が
、
今
後
は
、
顧
客
単
価
を
上

げ
よ
う
と
す
る
意
識
は
高
ま
っ
て
き
て

い
る
④
サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価
値
向
上
の

た
め
に
は
、
ま
ず
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
や

満
足
度
を
把
握
し
、
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
不
満
や
ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら
す
こ
と
が

重
要
⑤
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
不
満
や
ト

ラ
ブ
ル
は
品
質
の
ば
ら
つ
き
や
、
顧
客

か
ら
み
て
期
待
す
る
水
準
に
満
た
な
い

こ
と
が
原
因
。個
々
の
事
業
者
が
、タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
て
差
別
化
を
図
り

つ
つ
、
安
定
し
た
品
質
や
高
い
水
準
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
に
努
力
す
る

こ
と
が
必
要
⑥
個
々
の
事
業
者
が
サ
ー

ビ
ス
の
品
質
を
向
上
さ
せ
て
も
、
そ
れ

が
価
格
に
反
映
さ
れ
な
い
取
引
環
境
と

な
っ
て
い
る
場
合
、
付
加
価
値
の
向
上

は
実
現
で
き
な
い
。
現
状
で
は
４
社
に

１
社
が
品
質
等
を
価
格
に
反
映
で
き
な

い
と
し
て
い
る
⑦
こ
の
た
め
、
品
質
等

を
価
格
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組

と
し
て
、
顧
客
へ
の
説
明
の
強
化
の
ほ

か
、
消
費
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
で
は
「
品

質
の
可
視
化
の
た
め
の
工
夫
」
運
輸
業

で
は
「
業
界
の
慣
行
や
慣
例
の
是
正
」

と
い
っ
た
取
引
環
境
の
整
備
が
必
要
と

考
え
ら
れ
て
い
る
⑧
以
上
の
よ
う
な
付

加
価
値
向
上
へ
の
取
り
組
み
に
加
え
、

生
産
性
向
上
の
た
め
に
は
、
業
務
プ
ロ

セ
ス
を
見
直
し
、
安
定
的
な
品
質
の

サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
す
る
こ
と

も
重
要
⑨
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
付
加
価
値

の
向
上
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
人
材
の

確
保
・
育
成
も
重
要
。
し
か
し
、
第
三

次
産
業
の
平
均
給
与
額
は
90
年
代
後
半

か
ら
下
が
り
始
め
、
第
二
次
産
業
を
下

回
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
産

　

08
年
版
中
小
企
業
白
書
が
発
表
さ
れ

た
。
こ
れ
は
中
小
企
業
基
本
法
に
基
づ

い
て
政
府
が
毎
年
国
会
に
提
出
す
る
年

次
報
告
で
、
以
下
は
そ
の
骨
子
。

07
年
度
に
お
け
る
中
小
企
業
の
動
向

　

原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
、
改
正

建
築
基
準
法
施
行
後
の
建
築
着
工
件
数

の
減
少
が
発
生
し
、
こ
れ
ら
の
影
響
を

背
景
と
し
て
、
中
小
企
業
の
業
況
が
悪

化
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
在
の
６
年
を
超
え
る
景

気
回
復
局
面
に
お
い
て
、
中
小
企
業
の

多
く
は
回
復
の
実
感
に
乏
し
く
、
業
種

間
・
地
域
間
で
回
復
に
ば
ら
つ
き
が
あ

る
背
景
に
は
、
原
油
価
格
の
高
騰
等
の

突
発
的
、循
環
的
な
要
因
だ
け
で
な
く
、

中
小
企
業
が
大
企
業
に
比
べ
て
民
間
消

費
に
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、
近
年
の

雇
用
・
所
得
環
境
の
変
化
に
伴
っ
て
民

間
消
費
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
等
の

構
造
的
な
要
因
が
存
在
す
る
。

中
小
企
業
の
生
産
性
の
向
上
に
向
け
て
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ど
の
有
効
活
用
が
期
待
さ
れ
る
④
中
小

企
業
は
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
合
理
化
や
コ
ス
ト
の
削
減
の

効
果
を
確
認
し
て
い
る
が
、製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
高
付
加
価
値
化
や
売
上
げ
増
大

の
効
果
は
相
対
的
に
低
い
傾
向
⑤
し
か

し
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
取
引
先
拡
大

の
効
果
が
見
ら
れ
る
。
新
規
取
引
先
は

国
内
全
域
か
ら
海
外
に
も
及
ぶ
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
の
工
夫
で
顧
客
獲
得
に
効

果
を
上
げ
て
い
る
例
も
多
い
⑥
労
働
生

産
性
の
水
準
の
高
い
中
小
企
業
で
は
電

子
商
取
引
を
行
な
っ
て
い
る
企
業
が
多

い
傾
向
⑦
業
務
の
合
理
化
の
み
な
ら

ず
、
電
子
商
取
引
等
に
よ
る
売
上
げ
増

大
や
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加
価
値

化
に
向
け
、
Ｉ
Ｔ
の
戦
略
的
な
活
用
が

期
待
さ
れ
る
。

⑷
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

①
日
本
の
輸
出
入
は
拡
大
テ
ン
ポ
を
強

め
て
お
り
、
主
に
ア
ジ
ア
が
牽
引
し
て

い
る
②
中
小
企
業
に
お
い
て
も
、
売
上

高
に
対
す
る
輸
出
の
比
率
が
上
昇
す
る

と
と
も
に
、
輸
出
を
行
な
う
企
業
の
方

が
業
況
感
が
良
い
③
な
お
、
我
が
国
の

サ
ー
ビ
ス
輸
出
額
も
訪
日
外
国
人
客
の

増
加
、
特
許
使
用
料
の
増
大
等
か
ら
増

加
傾
向
④
中
小
企
業
製
造
業
の
労
働
生

産
性
の
水
準
を
み
る
と
、
輸
出
を
行
な

う
企
業
の
方
が
労
働
生
産
性
が
高
い
。

輸
出
に
よ
っ
て
付
加
価
値
が
増
大
し
た

企
業
の
割
合
も
４
割
を
超
え
る
⑤
輸
出

に
お
け
る
課
題
と
し
て
は
、
輸
出
を
希

望
し
て
い
る
企
業
は
、
現
地
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
つ
な
ぐ
優
秀
な
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

の
確
保
を
、
実
際
に
輸
出
を
行
な
っ
て

い
る
企
業
は
、
海
外
製
品
と
の
競
合
激

化
を
最
も
多
く
挙
げ
て
い
る
。
海
外
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
つ
な
が
り
と
、
自
社

の
強
み
を
活
か
し
た
製
品
の
差
別
化
に

よ
り
、
高
い
付
加
価
値
に
結
び
つ
い
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
⑥
海
外
展
開

を
行
な
う
中
小
企
業
数
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
特
に
最
近
で
は
非
製
造
業
の
伸

び
が
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
⑦
中
小
企

業
の
労
働
生
産
性
の
水
準
を
み
る
と
、

海
外
展
開
し
て
い
る
企
業
の
方
が
高

い
。
海
外
直
接
投
資
に
よ
り
、
労
働
生

産
性
が
向
上
し
た
と
い
う
企
業
が
４
割

弱
⑧
中
小
企
業
の
海
外
展
開
に
伴
う
国

内
生
産
の
縮
小
を
し
て
い
な
い
企
業
の

割
合
は
８
割
程
度
。
国
内
生
産
で
は
高

付
加
価
値
製
品
等
へ
の
シ
フ
ト
が
起

こ
っ
て
い
る
姿
も
伺
え
る
⑨
海
外
拠
点

に
お
け
る
課
題
に
関
し
、
品
質
管
理
や

現
地
労
働
者
の
賃
金
コ
ス
ト
上
昇
は
製

造
業
と
非
製
造
業
の
共
通
の
課
題
。
他

方
、
非
製
造
業
で
は
現
地
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
層
の
不
足
が
、
製
造
業
で
は
現

地
市
場
に
お
け
る
更
な
る
販
路
の
拡
大

が
相
対
的
に
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
こ

う
し
た
業
種
の
相
違
も
踏
ま
え
た
海
外

展
開
支
援
が
必
要
。

付
加
価
値
創
造
に
よ
る
生
産
性
向
上

　

生
産
性
の
向
上
と
地
域
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
た
め
、
中
小
企
業
は
付
加

価
値
の
創
造
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
が

強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。
付
加
価
値
の

創
造
と
は
人
々
の
切
実
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
ジ

ア
を
始
め
と
し
た
新
興
国
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
拡
大
、
食
の
安
全
・
安
心
、
高
齢
者

福
祉
、
地
球
環
境
問
題
な
ど
、
新
た
な

対
応
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
の
増
大
は
、
中

小
企
業
に
と
っ
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
と
な
り
得
る
。

　

今
後
、
中
小
企
業
が
時
代
の
ニ
ー
ズ

を
捉
え
て
新
た
な
付
加
価
値
を
創
出
し

て
い
け
る
か
ど
う
か
、
そ
し
て
そ
れ
に

よ
り
中
小
企
業
で
働
く
労
働
者
の
所
得

が
増
大
し
、
家
計
消
費
が
増
大
し
、
そ

の
よ
う
に
し
て
創
出
さ
れ
た
新
た
な
需

要
が
、
中
小
企
業
が
さ
ら
に
付
加
価
値

を
生
み
出
す
こ
と
を
可
能
と
す
る
、
と

い
う
好
循
環
を
作
り
出
し
て
い
け
る
か

ど
う
か
、
我
が
国
は
大
い
な
る
試
練
の

時
を
迎
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

業
の
非
正
規
雇
用
者
比
率
が
特
に
上
昇

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
⑩
人
材
を
重
視

す
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
割
合
は
高
い

が
、
実
際
に
は
、
正
規
雇
用
者
の
離
職

率
が
高
く
、
特
に
消
費
者
向
け
サ
ー
ビ

ス
に
お
い
て
高
い
。
付
加
価
値
の
向
上

等
に
と
っ
て
重
要
な
人
的
資
本
の
蓄
積

が
進
ま
な
い
恐
れ
が
あ
る
⑪
人
材
の
育

成
や
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
な
ど
、
直
接
的
に
人
材
の
意
欲
や
能

力
を
高
め
る
取
り
組
み
が
弱
く
、
よ
り

積
極
的
な
取
り
組
み
が
望
ま
れ
る
。

⑶
中
小
企
業
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
の
活
用

①
Ｉ
Ｔ
が
普
及
す
る
な
か
で
、
企
業
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
も
変
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
大
企
業
に
比
べ
て
中
小
企
業

で
は
Ｉ
Ｔ
の
広
ま
り
が
も
た
ら
し
て
い

る
経
営
環
境
の
変
化
へ
の
認
識
が
弱
い

②
規
模
の
小
さ
な
企
業
ほ
ど
パ
ソ
コ
ン

の
装
備
率
が
低
い
。
さ
ら
に
、
中
小
企

業
で
は
大
企
業
と
比
べ
て
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
が
総
資
産
に
占
め
る
割
合
が
低

い
。
Ｉ
Ｔ
関
連
の
資
産
が
少
な
く
、
Ｉ

Ｔ
を
活
用
す
る
環
境
が
整
っ
て
い
な
い

可
能
性
が
あ
る
③
中
小
企
業
に
と
っ

て
、
Ｉ
Ｔ
を
有
効
活
用
す
る
際
の
大
き

な
課
題
は
、
人
材
の
確
保
と
投
資
コ
ス

ト
の
負
担
で
あ
る
。
情
報
シ
ス
テ
ム
会

社
も
都
市
圏
に
偏
在
。SaaS

・A
SP

な




